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東亜天文二二観測部月報

　　　　　　　　黄道光課報告（1934年4，5，明鑑）

　　　　　　　　　　　幹事　　淺　野　英　之　助

　4月以後は漸く各槻測者も落着きを得，夏に新課員の績出を見るに至ったこ

とは實に喜ばしVO．しかし未だ冬の休止を些些されてるる方は此の秋の東天

に，或は封日照に，是非再起されんことを所る・七月下旬に東京市の稻垣武

五氏より観測問合せあり，氏は直に休暇を利して裏南洋へ向け槻測旅行の途

につかれた．

　猫國ホフマィスタより來書あり．花山ブレテン第288號を見られよ！1

　4，5．6月分の報告を取まとめて次に：

1．黄道光観測者及び観測

敷観測者

寺　町　忠　行

笹部　榮　一

本　田　　實

中　野　　繁
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2．観測概要

略矧 襯 測 日　　時 陣符 観 測 日　　時

1 一

Hd 4刀 7日 19時45分 Hc 5，月 15日 20時45分
Nk ク ク 19時50分 ク ク 16日 20時45分
Sb ク ク

21時30分 ク　　！ 6月 3日 20時55分
Nk ク 8日 20時00分 Tr　　1 ク 6日 20時屋9分

Tr ク 9日 19時50分 　　iDHd ク 18日 3時15分

5．四月7日西天の観測
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　期せずして本田，中野，笹部三氏同日の襯測あり，笹部氏のみ時刻が甚だ

邊いが本田，中野爾氏は殆んど同時刻に見てゐられる．中野氏は備考欄へ注

意不充分と記されてみる故，飴り確かな比較も出來なV・が，本田氏は銀河以西

を取り中野氏は銀河を突抜けるあたりまで取られてみる．何れも形は5。二二

回してみる．中野氏は幅高く本田氏は島々挾V・．明るさは相當であった．此

の日笹部氏のは臼渡後3時間飴ウの頃の襯測で，銀河を越えて蟹座のあたりま

で頂貼が伸びてをり，更に獅子座山猫座の不規則光斑に績いてるる．銀河と

交はる部分を除いて，明るさはさすがに淡い．

4．五月中旬西天の観測

　15，16爾日共本田氏の努力である，結果はほy“似たもので，明るさは翫に

衰へ，幅も三々狡くなってみるが，例によって天頂以東獅子座に至る光帯が

見えてみる．前月に比して中心線の傾きが少い．

5．六月上旬害の観測

　明るさはほR’前月中旬同様である・寺町氏は銀河との比較がなされてなv・

が，規定の銀河が見えなv・揚合には北極星附近の明るさとの比較でもよろし

いから是非記入されたい．

6．珍らしい6月曉の観測

　花山急報No．94で報ぜられた如く，珍らしくも本田氏の熱心によって18

日に東天の黄道光が捕えられた・從來本邦に於ては6月曉の糊測は全く無く，

その歌況を知るを得なかったのであるが，今周氏の熟練と努力によって貴重

な槻測が得られたことは喜びに堪へなV・．明るさは甚だ淡くはあるが，明らか

に見えてをり，幅もかなり廣く，明るさの中心線も相當北回してみる．スケ

ッチにはPegasus，　Pisces，　Ce亡us，　Aquariusに連る不規則歌の光点が詳細に加

へられ，L暖みある黄道光に比して冷白色の故に明瞭に匠別できた■と記入さ

れてるる．これらが果して何であるかは明かでないが，　とにかく燈火全く無

しといふ好観測地と熟練によって始めてなさるべきで，本年の一大牧獲と言

はねばなるまV・，

　　　　　　　　　　×　　　　　　　　　　×　Y，

今月（九月）の観測可能日

　黄道光．西天一宵の観測は1日一一13目面諭及び月末の3日聞位であるが殆
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　んど銀河に妨げられてみる．うんと遽v・時刻にでも見るより外なv・であ

　らう．比較銀河は前月同様C．

　東天　　曉の槻測は7日頃一20頃迄可能であるが，双子座附近の銀河が

　未だ抜けきらす二三附近を妨げるであらう．しかし観測は次第に容易と

　なる．比較銀河は前月同檬A．

封日照　上旬と中旬とが可能である．本月よりv・よいよ観測の好期となる・

　昨年一昨年の興味ある雨虎を再三討されたv・．

　　　　　　　　　　　　彗　　　星　　　線

　今年の如き，彗星不作の年は珍しv・．上牟期も既に過ぎて一ケ月にもなる

のに未だ，新彗星は勿論奮周期彗星も花見されす，天氣が悪いのかア　捜索

する人が少VOか？　日本内地の天氣は，五月，六月，七月を通じて．メチ

ヤクチヤに悪るかった。一ケ月に，槻弓も出來た夜は，二三日置越えなb．

　前月號に，エンケ彗星の豫報位置を轄載すると書いて，印刷所の手違ひか

ら，其のまSになって終って，大分迷惑をかけた事と思ひます．少し時期は

逸したけれど．以下に共回報位置を掲げる．此れは，L．　Matkiewicz氏のもの

である．別に，N・Idelson氏のものが獲表されて居るが，大同小異である・
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近日黒占通過は9刀15B頃，光度は其時8等級位に上る論定・ （7月19日）
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　追記　エンケ彗星護見さる　1・A・U・Circular　No・484によれば米國リク天文

墓のJeffers氏は去る7．月10下記の位置にエンケ彗星を獲早した。花山プレテ

ン第285，286號滲IL｛・

　　一ヒ刀　10．El　4371，　　　　　氏＝3h　48tn　46s　　　　　　6＝十270　441　　　（1934・0）

　上記の豫報位置との0－Cは
　　△α＝一11　　　　　　　　　　　s　　　　　　△δ＝0ノ

である．因に，計時の光度は，15等級であった．尾の報告はなVO．　（柴田）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　l
　　　　　　　　　　■プ
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　　　　　注意　（J224）と（220）は殆んど同じ位置にあb・
　R．1第1000號に達す・濁逸ベルリン市ダ1レムの天日計算局（Astronomisclles
Rechen－lnstitut）より皿山されて居る小遊星観測回報（普通R・1を以って示される）
は去る6，月30日付登行の回報をもつて，目出度く第1000號に蓮した・

ド穏鰻
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1954年の彗星界　今1934年申に近日黒占へ再饗する筈の彗星は次ぎの三つ

彗　　　星 近日・占麗・日出　測要　　項
Wolf

suttle．Giacobh〕i

dncke

2刀28日
R　　2］？　　．

X　　15

第　7回

諱@3回
謔R0回

騒ll銅月末翻さる

O道甚だ不確
o耀。日登見さ枇！

　　　　　　　　　　　　掩　　　蔽　　　課

　本土が設置されてまだ日が淺いので，現在萬端内容の充實に務めてみる．

同好の士は遠慮なく入事を申出でられよ，直接間接の援助を與へたい．本課

の現欣を略記しておく，

　花山天文皇に於ける掩蔽槻測計算者は主として，公文武彦，高城武夫の二

名が專らこの仕事に當ってみる．観測希望者は観測使用機，倍率，時計，経

緯度等につき當課宛申出でられたv・．省一日溜に一同の割で豫報を獲表する

から，必要数だけの葉書を宛名明記の上豫め丁付さるれば，その都度豫報を

通報する筈．街ほ，観測報告は花山ブレテン（283，284，287）にある．（高城）

　　　　　　　　　　　　　遊星面課月報（六月）

　新課員
　　宮島善一郎氏　　長野縣上田市　　　　　　8Cm屈折赤道儀

　　大　口　周　判司　　大阪府河内郡野田村　　　15cm反射纒緯儀

　　前　田　治　久氏　　京都市下京匠新町六條　　10cmク

　概況　天候不良の一言に審きる．當課の如く天候に射し非常に條件のムツ

ヵシイ課は全く閉口する．

　水星　六月中旬に東方へ極大離隔だつたが，輩にL六日の月■位の形を数日

認めたのみ。

　金星　沓掛氏により8，18日の観測を受取つた．だんだん見にくくなって行

くので心淋しくなる．

　木星　宮本，木邊爾幹事により撒枚，淺野，伊達淺野爾氏よりも二枚程美

しvo描爲を逸られ，前田氏よりも以前のもの一枚邊付を受けたが，小口径で

もよい故，出來るだけ連績したものを望む．でないと切角のものが鯨病倒直

がなくなるので．星の表面上は国勢らす攣化を績けて居る，8月になれば見難

くなるので，近く宮本氏に整理をして貰ふ事になって居るe
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　土星　そろそろ見る時季になって來た・今年にも昨年の白斑の様な事は起

きないだらうか？　美しい環を見る心積でも良V・故，目を離さぬ様御願する。

（前倒訂正纈三四段第癖毛專人嬰簾司書両鶴鶉）

攣光星課報告（18）
　　　　小　　山　　秋　　雄

　　七月中の観測数
．

星　　　名 睡績 1加酵一

1
沓
靴
二
彊 1綿倫 ］木下課 高非博典

VAqt［ilae ＿　l
@　　　l 『 『 『 『

1

T　CentaUri 一　　　　1 　
1

『 一 『

R　Coronae
、。1 7

『
6 10

『

WCγgni
5　「

一 『 一
10

『
SS　Cアgni

一 一 一 一
6

『
δ　Librae

『
5

一
13

一 『

RIIアdrae 7 5 1 2
一 『

VOphiuchi 7
一 一 一 『 『

RS　Ophiuchi
『 一

1

一 一 一
WSagittarii 6

『 一 『 一 『
R　Scu亡i 3

『 一 一 一 一
RVirginis

一 『
1

一 一 ｝

｝
合　　　計 38 レ71 ・i ・司 26 P 】

　▲　新に報告を逡られた高井氏を御紹介する．

　　　　　京都市烏丸通蛸糸田角　三和銀行京都支店内　高　井　博　典

使用器械は11cm反射鏡（45×）である．同氏は咋秋より始められ，δCep

（22個），XCy9（6個），　TX　I）ra（4個日RHya（1個），　R　Leo（3個），の観測

の報告がある．　　▲　アルゴル及うし座ラムダ星の極小の観測をすNめる．

ア ノレ コ“
ル ウレ座　ラムダ星

9刀　　8日　　1．8巨寺

　　ユ0　22，7

　　13　19．5

　　28　3．6

10］ヨ　　1日　　0，4目寺

　　3　2L2
　　6　18．0

　　21　2．1

　　23　22．9

9ノ」　3日目 20日寺

　　7日　19

10月　ナシ

親測に都合のよい

9，10月申の極小時

は，別表の通りで1・

ある．天文年鑑の

うし座ラムダ星の

豫報は計算に誤りがある．
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黒黒蒙古i忌数報告　（1934年七月）課陽太

白水稻山千下
保
（
札
幌
市
豊
卒
町
）

葉
（
岩
手
縣
水
澤
町
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根
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京
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市
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松山日改崔伊井北前亀木三門清
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755工054686668778865or　10均

25　29　16　16　24　19　19．　17　15　10　13　11　11　2921　14　23　20　29　16日籔

○中旬以後の梅雨に似た悪天氣のため各地の課員は相當憐まれてゐるが，課員の分布
　　　　　　　　　　　こんな際でもいさtsか心強い・○清水氏は眼覗槻測と共1二が御覧の通．りであるから，

墜灘勢懸糠と3推騰鰻繍確譲め繍鰭諾翻翻蓼
ある・


